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令和 6年度 地域医療教育推進事業
京都府立医科大学医学部、医学科より 16名、看護学科より 9名の学生に参加いただきました。



2024.10 Vol.63 Kyoto Chubu Medical Center1

京都中部総合医療センター広報誌

2024.10
Vol.63
秋号

病院の理念
地域の拠点病院として、患者さ
ん中心の良質な医療を行い、地
域に愛され信頼される病院を目
指す。

病院の基本方針
1. ‌�常に患者さんの立場にたち、

権利を尊重して適切な医療を
行います。

2. ‌�地域医療支援病院として、地
域の医療・介護・福祉等と連
携しながら、専門診療を推進
して地域完結型医療の中心的
役割を担います。

3. ‌�第二種感染症指定医療機関と
して、二類感染症もしくは新
型インフルエンザ等感染症に
対応した医療を提供します。

4. ‌�救急医療、周産期・小児医療、
災害医療を充実させ、いつで
も安心して受けられる医療を
提供します。

5. ‌�地域がん診療病院として、集
学的医療を推進し、高度なが
ん医療を行います。

6. ‌�働き方改革を推進するととも
に、チーム医療を強化し、医
療の質・安全性を高めるため、
すべての職員の資質向上に努
めます。

7. ‌�公営企業としての役割を全う
するため、経営効率を高め、
健全経営を遂行します。

患者さんの権利と責務
私たちは患者さんの権利を尊重
し、十分な説明と合意に基づい
た医療を行います。
1. 説明を受ける権利
2. 治療を選択する権利
3. 情報を知る権利
4. 個人匿報の保護を受ける権利
5. ‌�他の医療機関の医師の意見（セ

カンドオピニオン）を求める
権利

6. ‌�自分の健康情報を正確に提供
する責務

7. 説明を理解するまで問う責務
8. 病院での規則に従う責務

夏の星空に願いを込めて
� 院長 辰

たつ

巳
み

 哲
てつ

也
や

 
　今年も記録的な猛暑が続く夏でしたが、ようや
く少しずつ朝夕に涼しさが増し、虫の音とともに
秋の訪れが感じられる季節となりました。夏には
全国的に米不足となりましたが、近隣の水田では
稲刈りも順調に進んでいます。5 類感染症へと変更
されても、新型コロナウイルス感染症で入院が必
要な患者さんや職員の感染が途絶えることはなく、
怠りなく警戒を継続する必要性を感じています。
　8 月 24 日には京都中部総合医療センター学術集
会を集合形式で開催することができました。職員
による一般演題の発表 8 題の後、恩師でもある全
国自治体病院協議会名誉会長・全国公私病院連盟会長である邉

へ ん

見
み

公
き み

雄
お

先生を
お招きして、「生

い の ち

命輝かそう京都中部総合医療センターの仲間達 ～地域医療
包括医療・ケアの時代に～」と題した特別講演を賜りました。少子超高齢・
人材不足社会における持続可能な医療提供体制へ向けて「新たな地域医療構
想」の議論が始まっていますが、邉見先生には“地域医療における公立病院
が果たすべき使命”を改めてお示しいただくとともに、“住民中心の病院づ
くり”について熱くご講演いただきました。この場をお借りして心から深く
感謝を申し上げます。
　8 月 26 日から 29 日は京都府立医科大学医学科の 5 回生と看護学科の 3 回
生計 25 名をお預かりして地域医療教育推進事業を行いました。今年は新た
な院外実習として二班に分かれて美山町と京丹波町を訪問しました。美山班
では南丹みやま診療所と美山やすらぎホームを見学し、難病を抱える美山在
住の患者さんを通して地域包括ケアシステムのあり方を学びました。京丹波
班では町役場での健康体操教室に参加し、2 人の百寿者の方々との交流を通
して、健康を大切にする町の取り組みや住民の思いを学びました。
　学生の皆さんは当初、“地域医療＝へき地や過疎地での医療・非高度医療”
といった固定観念を持っていたようです。しかし、地域医療とは「予防医学
から始まり高度医療を含む疾病の診断・治療とともに、退院後の療養に至る
までを包括しながら、医療従事者と地域住民が手を取り合ってより良い地域
社会を築いていく活動である」と私は考えています。患者さんがどこで暮ら
していようが、住み慣れた地域で安心して生活ができ、その結果、自立した
生活を続けることを今後も自らの立ち位置で支えていきたいと思います。実
習を体験した学生たちが患者さんの抱える課題と解決案を真摯に考え、患者
さんにとって最も適切な診療方針を決定し、それを実行できる医師・看護師
に成長してくれることを願っています。診療所・訪問看護ステーション実習
も含めてご協力いただきましたすべての方々とスタッフに心からの感謝を申
し上げます。
　9 月に入り三重県志摩に出かけました。海の幸、山の幸など食材の豊かな
ことはもちろんでしたが、天候や月の周期にも恵まれて満点の星空を眺める
ことができました。天の川が地平線近くまで流れる光景と夏の大三角と言
われる、はくちょう座のデネブ、わし座のアルタイル（彦星）、こと座のベ
ガ（織姫星）が美しく見えました。北斗七星とカシオペア座から北極星も見
つけました。子供の頃に無邪気に探した星座は今も変わりなく輝きを放って
いました。地球温暖化に伴う自然災害、不安定な世界情勢に起因する物価高
騰が相変わらず続いています。令和 6 年度診療報酬改定後の病院経営も人件
費・材料費・医薬品費・光熱費高騰で誠に厳しい情勢です。持続可能な地域
医療を守っていくためにも、この国の社会保障制度について国民に公開され
た形で議論する機会がもっと増えても良いと願っています。秋はおいしい食
材が豊富な季節です。皆さまの秋が爽やかで実り多きものでありますように
心よりお祈り申し上げます。

院長挨拶
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令和 6 年度　地域医療教育推進事業
� 臨床研修管理委員会副委員長・消化器内科部長 金

かね

政
まさ

 秀
ひで

俊
とし

　京都府立医科大学医学科 16 名、看護学科 9 名の計 25 名の学生が来院し、8 月 26 日から 4 日間、当
院で実習をしました。
　初日は病院長、副管理者の挨拶と病院紹介から始まり、午後は美山林健センター診療所長の西

にし

岡
おか

大
だい

輔
すけ

先生による地域医療についての講演と、当院元看護部長の下
しも

村
むら

加
か

代
よ

子
こ

様の講演がありました。レセプ
ションには西

にし

村
むら

良
りょう

平
へい

南丹市長、地域住民代表として池
いけ

上
がみ

幸
こう

一
いち

様にご参加いただき、地域医療の現状と
展望、当院への期待などを学生に向けて語っていただきました。
　2 日目は 2 班に別れ、美山と京丹波町へ赴き院外で実習しました。美山班では南丹みやま診療所での
診療を見学。その後、住民の講話を聴きました。午後は、かやぶきの里と高齢者福祉施設の見学をしま
した。京丹波町班では健康体操教室に参加。午後は 100 歳を超えて元気に暮らしておられる住民の方と
の座談会、その後、国保京丹波町病院和知診療所の見学をしました。両班共に、学生が住民の方々と交
流できた貴重な時間でした。
　3 日目には圏内計 15 の診療所と訪問看護ステーションに学生が赴いて地域医療の現場を見学し、午
後からはそこで感じた内容を発表してもらいました。
　最終日には当院の看護部、地域医療連携室、訪問看護ステーションからそれぞれの取り組みについて
説明があり、最後に当院スタッフと学生で「地域医療とは」をテーマに討論しました。今回の実習を通
して、学生が地域医療についてたくさんの事を学んでくれたことが実感できました。
　最後に、本実習にご協力いただきました全ての方々に、この場をお借りして御礼申し上げます。

�

看護部キャラクターの紹介� 認 定 看 護 管 理 者 山
やま

下
した

 さやか�
� 緩和ケア認定看護師 碓

うす

井
い

 寛
ひろ

子
こ

　

　当院看護部のキャラクター「オオルリさくら」と「オ
オルリぶな」が誕生しました。当院は南丹市に位置して
おり、南丹市の花「さくら」、木「ぶな」、鳥「オオルリ」
にちなんでキャラクターを考案しました。
　「オオルリさくら」は頭に南丹市の花であるさくらを飾
り、「オオルリぶな」は胸ポケットに南丹市の木である
ぶなの葉を入れています。このキャラクターは、美しい
声で鳴くオオルリのように、皆さまの幸せを願いながら、
心温まる看護を提供するという思いを込めています。
　今後、「オオルリさくら」と「オオルリぶな」は様々な
活動を通じて、皆さまへのメッセージをお届けする役割
を果たしていきます。皆さま、「オオルリさくら」と「オ
オルリぶな」をどうぞよろしくお願いいたします。

院外実習：美山班 院外実習：京丹波町班
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地域がん診療病院 
� 副院長・外科部長 山

やま

岡
おか

 延
のぶ

樹
き

　日本人の死因の第 1 位であり 2 人に 1 人が「がん」にかかる時代、身近な病気となったがんへの対策
として、全国どこでも標準的で質の高い専門医療を受けられるように、2008 年よりがん診療連携拠点
病院の指定制度が開始されました。当院も 2015 年 3 月、厚生労働大臣から「地域がん診療病院」の指
定を受け、南丹医療圏（亀岡市、南丹市、京丹波町）の中で、がんに対する標準治療、集学的治療を中
心的に提供できる病院との評価を頂きました。当院では各診療科に学会からの認定を受けた専門医が常
勤し、がんの診断・治療に関する知識の集積・手技の向上への研鑽を日々行っております。治療方針の
決定に当たっては、診療ガイドラインに基づき、複数の医師が相談したうえで決定することを基本とし
ています。さらにキャンサーボード（専門の異なる医師や多職種によるカンファレンス）を開催、治療
に関する多方面からの意見交換を行い、最善の治療の提供を心掛けております。
　治療に関する話題では、最新のロボット支援下手術を導入し、積極的かつ安全に取り組んでおりま
す。抗がん剤などを用いた化学療法は近年外来通院で行う
比率が増えており、リラックスできる専用ベッドを 12 床
整備、新規薬剤にも対応しています。放射線治療について
は、2015 年 10 月に放射線治療施設を開設しました。安全
性の担保が不可欠な治療であり、第三者機関による品質管
理を十分に行い運用しております。治療に加え、がん相談
支援センターを設置し、診断から治療その後の療養生活、
社会復帰、生活全般にわたって一緒に考え問題を解決でき
るお手伝いをさせていただきます。

�

地域周産期母子医療センター 
� 産婦人科部長 土

つち

屋
や

 　宏
ひろし

　当院は京都府の地域周産期母子医療センターに指定され
ており、スタッフは産婦人科医師（常勤 4 人・非常勤 2 人）
と助産師 9 名に加え、6 名の待機助産師にもご協力いただ
き運営しています。
　産科外来では、毎回超音波検査を施行して胎児の成長を
確認し、異常の早期発見に努め、毎週産婦人科と小児科で
のカンファレンスを開いて情報共有しています。
　分娩はできるだけ自然分娩を目指しています。そして正
常の分娩以外にも合併症のある妊婦の診療も行っています。小児科医師により、妊娠 30 週以上で胎児
の推定体重 1,500g 以上という大変対応の難しい新生児にも対応しており、このため近隣の産婦人科医
院や病院の産婦人科からの母体搬送を受け入れていて、24 時間産婦人科医師が常駐し緊急帝王切開を
含めた対応をしています。また、妊娠中に異常を認めたり、分娩経過中に異常を認めた場合などに、同
様に常駐している小児科医師に立ち会ってもらい、さらに娩出してきて初めて異常を認めた赤ちゃんに
も、小児科医師とともに病棟スタッフも新生児蘇生法の講習会を受け対応しています。
　当院では、赤ちゃんとお母さんの安全を第一に考え対応していますので、外来でも病棟でもどうぞご
相談ください。

病院機能紹介 当院は地域の中核病院として様々な機能を有しています。
今回はその中のいくつかをご紹介します。

ロボット支援下手術
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京都府地域災害拠点病院 
� DMAT 隊員・救急部長 岩

いわ

田
た

 譲
じょう

司
じ

　平成 7 年 1 月 17 日に経験した阪神 ･ 淡路大震災を受け、平成 8 年の当時の厚生省通達により、災害
拠点病院が整備されることとなりました。災害拠点病院は、大規模災害発生時に多数の傷病者を受け入
れるとともに、一般の病院等の後方医療機関として地域の医療機関を支援する機能を有し、災害時の医
療救護活動において中心的な役割を担う病院として位置付けられています。
　現在、京都府では原則として二次医療圏に少なくとも 1 ケ所の災害拠点病院が指定され、当院は南丹
医療圏で唯一の災害拠点病院となります。指定要件として、食料、飲料水、医薬品等は、流通を通じて
適切に供給されるまで 3 日分程度を備蓄、発電装置により 3 ～ 5 日程度の自家発電機能を有するなど、
BCP（事業継続計画）の考えに基づいた運用が可能であることが求められています。また、DMAT（災

害派遣医療チーム）を有しており、定期的に地域の防災訓
練、実際の震災においても出務しています。
　第 8 次医療計画等に関する検討会においては、新たに止
水対策を含む浸水対策についての議論が行われ、この結
果、止水板等の設置による止水対策、自家発電機等の電気
設備の高所移設、排水ポンプの設置等による浸水対策を講
じる指針が示されたため、当院においても新棟建設の際に
組み入れる方針です。これからも地域に根差し、地域を守
り、地域に愛される拠点病院であり続けたいと思います。

�

京都府地域リハビリテーション支援センター 
� リハビリテーション科療法士長 菱

ひし

池
いけ

 正
まさ

之
ゆき

　地域リハビリテーションとは、「障害を持つ人々や高齢
者が住み慣れた環境で、そこに住む人々と共に一生安全に
生き生きと生活が送れる」という理念に基づいた、地域を
基盤とした全ての活動のことをいいます。病院で行う機能
訓練や日常生活動作訓練等がリハビリテーションだと思わ
れがちですが、本来のリハビリテーションとは生活の場で
活用されてこそ意味があるものです。障害を持つ人々や高
齢者が住み慣れた地域で生活するには多くの課題がありま
すが、医療 ･ 介護・保健 ･ 福祉に加え、生活に関わるあら
ゆる人々が協力し、それぞれの立場から支援する必要があ
ります。
　京都府では、地域リハビリテーション推進の拠点として、二次医療圏ごとに地域リハビリテーション
支援センターを配置しており、地域の基幹病院がその役割を担っています。南丹圏域においては、平成
23 年度から当院が京都府より指定を受けており、府保健所とともに医療機関・介護保険施設・在宅系
のサービス事業所等と連携しながら、地域リハビリテーションの推進に努めております。主な活動内容
としては、関連機関との連携会議への参加や従事者支援のための訪問相談、看護職や介護職を対象とし
た研修会の企画等です。
　在宅生活に臨むご本人やご家族は、心身状態の急変や介護の負担など、様々な面で不安感を抱えてい
ます。こうした不安を払拭するためには、地域のニーズに応じた多様なサービスや支援が一体となり提
供されることが必要です。今後も関連機関と連携しながら地域リハビリテーションの推進に努めてまい
ります。　

地域の看護・介護職員を対象とした研修会の様子

災害看護教育の一環での病院設備見学
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脳神経内科
Neurology

� 脳神経内科部長 山
やま

口
ぐち

 達
たつ

之
ゆき

　脳神経内科は脳、脊髄、末梢神経、筋肉の疾患の診断とその内科的治療を担当としています。令和 6
年度の構成メンバー山

や ま

口
ぐ ち

 達
た つ

之
ゆ き

（平成 8 年卒）、五
い つ

影
か げ

 昌
ま さ

弘
ひ ろ

（平成 15 年卒）、辻
つ じ

 健
け ん

吾
ご

（令和 2 年卒）、中
な か

村
む ら

 
美

み

咲
さ き

（令和 4 年卒）の常勤医 4 名と、非常勤医の小
こ い ず み

泉 崇
たかし

（金曜外来担当）の計 5 名です。脳神経内科
は他科と比べるとどのような科なのか分かりにくいようですので、今回は当科の扱う疾患についていく
つかお話したいと思います。
■脳梗塞

　当科取扱い疾患での入院患者数は最多です。ただ最近は
「超」急性期症例では心筋梗塞のようにカテーテル治療がメ
インとなってきており、適応例についてはカテーテル治療が
可能な病院へ転院搬送となります。
■パーキンソン病

　ドパミンの不足が原因となって生じる、振戦、筋固縮、動
作緩慢などを主な症状とする疾患です。当院ではドパミン神
経の変性について評価できるドパミントランスポーターシンチグラフィ検査を行うことができます。
■アルツハイマー病

　認知症関連疾患のなかで最も有名な疾患です。知能検査による程度の評価や、診断に必要な頭部
MRI や脳血流シンチを行っています。最近脳内に溜まったアミロイドβという原因タンパク質を除
去することによって症状の進行を直接抑制する注射薬が登場しています。当院ではまだ対応できてい
ないのですが、薬の普及に従って当院でも対応できるようにしたいと考えています。
■頭痛

　片頭痛に対して注射タイプの予防薬が発売になっており、当院でも取り扱っています。もちろん内
服薬によるコントロールもおこなっています。
■ギランバレー症候群

　感染症などをきっかけにして免疫の働きが異常になり、自身の末梢神経を障害してしまう自己免疫
疾患と考えられています。診断に必要な神経伝導検査や、当院には透析施設がありますので血漿交換
などの血液浄化療法による治療が可能です。
■多発筋炎・筋ジストロフィー

　「脳神経内科」ですが筋肉も守備範囲になります。解析は専門施設に依頼していますが、その解析
に必要な検体採取つまり筋生検は当院で行っています。

　他にも脊髄小脳変性症、てんかん、髄膜炎・脳炎、多発性硬化症・視神経脊髄炎、筋萎縮性側索硬化
症（ALS）、重症筋無力症など多数の疾患に対応しています。
　日本神経学会認定の神経内科専門医が常駐する施設は南丹医療圏では当院と亀岡病院のみとなってお
り、この地域での当科の重要性は高いものとなっています。今後もこの専門性を生かした医療を行って
いく所存です。

診療科紹介

� 耳鼻咽喉科医員 立
たて

本
もと

 征
せい

士
じ

　京都鞍馬口医療センターで 2 年間研修を行い、その後半年間京都府立医科大学附属
病院で勤務しました。南丹地域の医療に貢献できるよう研鑽し、患者さんに寄り添っ
た医療を心掛けて参りたいと思います。何卒よろしくお願い申し上げます。

赴任医師のご紹介
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令和 5 年度患者満足度調査
� 医療サービス向上に関わる小委員会／看護部長 増

ます

谷
たに

 照
てる

代
よ

　当院では、患者さんへのサービス向上を図るため、患者満足度調査を実施しています。
　令和 5 年度の調査結果をご報告します。調査項目は「ご自身のこと」「施設面」「接遇面」「サービス
面」「総合評価」となっています。
�

外来部門
　外来部門については、2023 年 10 月 2 日から 6 日
までの期間アンケート調査を実施し、794 名の方か
らご回答いただき、約 93％（前年度 95%）が南丹
市、亀岡市、京丹波町にお住まいの患者さんで、60
代から 80 代の方が全体の 7 割近くでした。
　施設面について「トイレの使いやすさ」「駐車場
の使いやすさ」は 3 割〜 4 割の方が「良くない」と
評価されました。トイレについては施設における限
界もありますが、引き続き要望にお応えできる範
囲で改善に努めて参ります。「駐車場について」は、
駐車スペース確保により利用される方々のご不便の
改善に努めております。
　接遇面については、6 割以上の方から「良い」と
評価いただきましたが、同時に様々なご意見もいた
だいております。引き続き職員一同接遇改善に努め
て参ります。
　サービス面について、「診察での待ち時間」は 6
割以上の方が長いと評価されました。採血では案内
設備の導入や人材の配置及びお待ちいただくにあた
り放送にてご案内をさせていただいております。今
後コンシェルジュやロボット対応の必要性について
もご意見を伺いましたが、回答率も低く不要の評価
も目立ちました。地域の皆様には何かと大変ご迷惑
おかけして申し訳ございませんがご協力・ご理解の
程よろしくお願い申し上げます。
　「総合評価」は 6 割の方が「満足」と評価されま
したが、若干前年度より減少しておりました。気を
引き締め外来環境改善に取り組んで参ります。

入院部門
　入院部門については、2023 年 10 月 2 日から 13
日までの期間アンケート調査を実施し、135 名の
方からご回答いただき、昨年度と同様 95％が南
丹市、亀岡市、京丹波町にお住まいの患者さん
で、外来と同様 60 代から 80 代の方が全体の 7 割
近くとなり、90 代の方が前年度より 4% 上昇し
5% でした。
　施設面については「病室の清潔さ」「病室の室
温」等関連項目で 70% ～ 78% の高い評価をいた
だいておりましたが、様々なご意見もありました
ので改善に努めて参ります。
　接遇面については、医師・看護師共に 9 割の方
が「良い」と評価いただきましたが、一部改善の
ご意見もいただいております。安心・安楽にご入
院いただけますよう努めて参ります。
　サービス面については「食事の内容（献立）」
において他の項目より悪い評価となりましたが、
健康面に気を遣っている分、味や量などの不満と
なっているかと思われます、ご理解の程よろしく
お願い申し上げます。
　「総合評価」は、8 割以上の方より「満足」と
評価いただき、昨年度より 9% 上昇しておりまし
た。患者さんが安心・安楽に過ごしていただけま
すよう入院環境を整えるため引き続き努力して参
ります。

外来総合満足度 入院総合満足度

�
　患者さん、ご家族の皆様から頂きましたご意見を職員と共有し、地域の皆様が安心して来院しご利用
いただけますよう職員一同精進して参ります。励ましや感謝の言葉は、職員にとって大きな励みとなっ
ております。今後もより一層、患者サービス向上に取り組んで参ります。調査にご協力いただきました
皆様、ご協力誠にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

14.3％

43.3％

30.5％

9.8％
2.0％

48.0％

36.2％

11.0％
3.9％ 0.8％
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� 学術集会実行委員会委員長・循環器内科部長 野
の

村
むら

 哲
てつ

矢
や

　2024 年 8 月 24 日に、毎年恒例の第 26 回 京都中部総合医療センター学術集会を開催いたしました。
3 年余りに及んだコロナ禍の時代にすっかり定着した Web 開催から、昨年は 4 年ぶりの現地開催の復
活を果たし、今年は 2019 年以来実に 5 年ぶりとなる外部講師を招いての特別講演を企画するなど、5
月の連休明けから準備委員会を立ち上げて入念に準備を重ねてまいりました。
　前半の一般演題の部では、診療部から 2 題、医療技術職から 3 題、看護部から 2 題の症例提示や取り
組んでいる課題の発表を行い、さらに事務部門から報告形式の発表を 1 題用意しました。いずれもよく
練られた内容であり、日々の臨床業務に傾ける演者の熱意を、ひしひしと感じることができるものばか
りでした。
　そして本会の目玉企画として後半の特別講演では、全国自治体病院協議会名誉会長、全国公私病院連
盟会長、特定非営利法人 地域医療・介護研究会 JAPAN 会長の「邉

へん

見
み

 公
きみ

雄
お

先生」に遠路はるばるご足
労いただき、「生

い の ち

命輝かそう京都中部総合医療センターの仲間達 ～地域医療包括医療・ケアの時代に～」
と題したご講演を賜りました。邉見先生は京都大学医学部ご出身の外科医で、大和高田市立病院、京都
大学医学部附属病院を経て兵庫県の赤穂市民病院外科に赴任され、そこで病院長を長らく務められると
ともに、全国自治体病院協議会の会長や中央社会保険医療協議会の委員など、国・自治体等の要職も多
数兼任してこられました。講演内容は非常に多岐にわたり、コロナ禍を経て地域医療に求められる持続
可能な医療供給体制の構築に向けての提言に始まり、公的病院における効率的運営・財政の健全化・働
き方改革に向けての様々な人材確保・医療デジタルトランスフォーメーションの活用推進といった、正
に当院が直面しているテーマに即して今後の展望を熱く語られました。そこから全職員参加のチーム医
療の重要性に話は進み、組織・職種・立場の垣根を越えて、自由な心かつ対等な立場で、一つの目標に
向かって全人的医療を目指していくその根底には、邉見先生が長らく院長を務められた赤穂市民病院の
院是でもある「恕

じょ

（思いやり）」の心が脈打ちます。講演の最後には、チーム医療の実践を通して我々
が目指すべき住民中心の病院づくりのキーフレーズとして、Hospital of the citizen， by the citizen， for 
the citizen （住民の住民による住民のための病院）を掲げていただき、地域医療の中心として、住民の
命と健康を守るという非常に大きな使命を担っている、我々自治体病院のあるべき姿を改めてお示しい
ただきました。
　邉見先生の熱い語り口調に予定していた時間も大幅に超過しましたが、盛会のうちに会を終了するこ
とができ、運営スタッフ一同心より厚く御礼申し上げます。邉見先生の講演を拝聴し、参加した計 92
名の院内外の関係者は皆一様に、自身に課され
た職責の大きさに改めて思いを馳せたことと思
います。奇しくもこの 6 月に当院は全国で唯一

「自治体立優良病院総務大臣表彰」を受賞する栄
誉に浴しました。他の病院の模範となる経営努
力、地域医療に果たしている役割が高く評価さ
れた結果ではありますが、我々病院職員一同は
この授賞に甘んじることなく、引き続き地域の
拠点病院としての責務を全うできるよう、今後
の診療業務にますます精進していきたいと、今
回の学術集会を通じて心を新たにしました。

第 26 回 京都中部総合医療センター学術集会

邉見先生による力強い講演
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京都中部総合医療センター看護専門学校

初めての実習での学び� 1 年生 植
うえ

田
だ

 正
しょう

真
ま

　初めての実習は患者さんとのコミュニケーションと環境整備でした。患者さんとのコミュニケーショ
ンはとても緊張し、自分一人では患者さんと何を話して良いか分からず戸惑い、会話を上手く続けるこ
とが難しかったです。一方で、ペアを組んだ同級生は聞き方や言葉の返し方がとても上手く、スムーズ
に患者さんとコミュニケーションをとっていました。同級生から学ぶことも多く、助けてもらいながら
会話を続けることができました。
　今後は学生同士で学び合って、患者さんにより良い看護を提供できるようこれからも頑張っていきた
いです。
�

前期臨地実習での学び� 2 年生 関
せき

 　若
わか

菜
な

　2 年生の前期臨地実習では、受け持ち患者さんの看護診断から行動計画を立案し援助を行いました。
援助を実施する中で、言葉からの情報だけに頼ってはいないかなど指導者からの助言を頂き、患者さん
に必要な看護について必死に考えた期間となりました。日々考えることによって、患者さんの表情や動
作から言葉に表れない思いや状態に気付く、感じるといった「看る」ことの大切さを学ぶことができま
した。
　患者さんのニーズはどこにあるのかを常に考え、後期の臨地実習も頑張りたいと思います。
�

後期臨地実習に向けて� 3 年生 藤
ふじ

本
もと

 大
だい

智
ち

　5 月から領域別実習が始まり、早いもので 8 月から後半の実習が始まりました。前半の実習では不安
と緊張で上手くいかないこともありましたが、実習で得た経験からの学びを振り返り自己課題を見つけ
ることができました。
　後半の実習では、援助の目標を患者さんに応じた具体的な内容になるよう設定し、個別性のある看護
になるよう考え実施できるように努めていきたいです。また、実習中に頂いた助言や指導を理解し、学
びに繋げ成長していきたいと思います。
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� 第一病棟 4階看護師長 中
なか

村
むら

 雅
まさ

子
こ

　出産はお母さんにとっても、ご家族にとっても、待ちに待った大切な瞬間です。嬉しい反面、不安も
あると思います。また出産後の育児にも周りの方の協力が必要となります。 
　地域周産期母子医療センターに指定されている当院では、妊娠から出産、そして退院後も安心して子
育てしていただけるよう、外来と病棟で医師や助産師、看護師が連携し、サポートを行っています。

外来
　外来には、助産師が常駐しています。妊婦検診の
際には、毎回不安な気持ちを丁寧に聞き、個別にご
相談に乗ります。出産に関することだけでなく、育
児のこと、体の変化のことなど、なんでもお気軽に
ご相談ください。また、立ち会い出産を希望される
ご夫婦には、マタニティクラス（パパママ教室）へ
の参加を勧めています。妊娠中のからだの変化や、
出産のメカニズム、育児の基礎知識などを学んでい
ただくことで、安心して出産を迎えることができま
す。

入院
　出産後、入院中のスケジュールをお渡しし、丁寧
に説明いたします。授乳や沐浴の指導はもちろん、
産前産後の食事も管理栄養士が栄養バランスを考え
た、見た目にも華やかなメニューをご用意していま
す。夕食後には夜食も提供しています。

出産後のサポート
　出産後も、母乳育児の相談や、新生児のケアなど、経験豊富な助産師が丁寧にサポートします。退院
後も、母乳外来をいつでもご利用いただけます。母乳育児に関するお悩みやご質問は、お気軽にご相談
ください。

産後うつ病への対応
　全国的な統計では、産後 10 ～ 15％の女性が産後うつ病を発症するといわれています。当院では、産
後 2 週間の検診時に専用の問診票を用いて、産後うつ病の早期発見に努めています。必要に応じて、心
理カウンセリングの紹介や地域の保健センターとの連携など、様々なサポートを行います。
 
　当院では、助産師や看護師が毎回、妊婦さん一人ひとりと丁寧な対話を行い、安心して出産を迎えて
いただけるよう、さまざまな取り組みを行っています。初めての出産で不安な方も、どうぞご安心くだ
さい。ぜひ一度、当院にご相談ください。

当院で出産しませんか？
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　健診センターは当院本館横の健診管理棟の 1 階にあります。当
センターでは、人間ドック・協会けんぽ生活習慣病予防健診・法
定健診など、各種コースをご用意しています。
　病気にかかり検査や治療が必要になると、身体的・時間的・経
済的に大きな負担がかかります。健診を受けることで自分の健康
状態を確認し、病気の予防・早期発見・早期治療を行いましょう。

健診の種類・料金
■人間ドック　45,100 円（税込）
見つかりやすい病気 がん、心筋梗塞、肝炎、痛風、糖尿病、など

オプション検査（税込）
乳がん検査（マンモグラフィ撮影） 3,300 円 腫瘍マーカー検査   7,150 円
子宮がん検査（産婦人科内診・細胞診） 3,300 円 アレルギー検査   3,500 円より
前立腺がん検査（前立腺特異抗原検査） 3,300 円 脳MRI 検査 25,300 円
骨密度測定 3,300 円 全身MRI 検査 33,000 円
ピロリ菌検査 3,300 円

■協会けんぽ生活習慣病予防健診（協会けんぽ被保険者の方のみ）　一般健診　3,400 円（税込）
見つかりやすい病気 糖尿病・高血圧症・脂質異常症・心筋梗塞・脳梗塞などの生活習慣病。

‌�食習慣・運動習慣・休養・喫煙・飲酒等の生活習慣が原因とされています。
プラス 2,200 円（税込）で胃のバリウム検査から胃カメラに変更することが可能です。
‌対象の方は付加健診・乳がん検診・子宮頚がん検診・肝炎ウイルス検査も受診することが可能です

（費用は別途必要）。

■その他の健診
労働安全衛生法に基づく健診をご用意しています。
⃝‌�定期健康診断および雇入時健康診断　‌�9,548 円～ 14,124 円（税込） 

※検査項目により金額が異なります。

⃝特殊健康診断（有機溶剤健康診断、じん肺健康診断等）
※各健診の詳細については、当院のホームページをご確認ください。
　（右の二次元コードよりアクセスできます。）

受診申込について
毎年2月～ 4月は比較的予約に余裕がありますので、ぜひご検討ください。

①お電話でお申し込みください。

②人間ドック・協会けんぽ生活習慣病予防健診は Web からのお申し込みも可能です。
　当院ホームページからお申し込みください。　

「要精密検査」や「再検査」となったら
　ご自身の健康のため、ぜひ当院での二次健診をご検討ください。詳細は対象の方にお渡しする用紙を
ご確認ください。各診療科の専門医により検査・治療を行わせていただきます。健診結果を持参いただ
ければ、初診時選定療養費（7,500 円：税込）は不要です。

TEL 0771-42-2566（健診センター）
受付時間：平日午前 9時から午後 4時まで【年末年始（12/9 ～ 1/3）を除く】

健診センターのご案内

ゆったりとした待合



病院スタッフはマスクとゴーグルを着用して業務を行っておりますが、
撮影のために一時的に外している場合があります。ご了承下さい。

編集後記
　猛暑の夏が終わり秋の涼しさを感じる季節とな
りました。先日、医療職を目指す人口減少の問題
がニュースで流れ「私の老後は誰が看てくれる
の？」と不安になりましたが、今年の地域医療教
育推進事業では多くの医学生・看護学生が南丹医
療圏の地域実習に参加されました。地域医療を支
える未来の医師・看護師達の学びの発表を聞き、
不安なく老後が迎えられそうだと感じました。日
ごとに秋が深まってまいりますが皆様におかれま
してもどうぞお健やかにお過ごしください。
� 広報委員会M.A.

発行：京都中部総合医療センター広報委員会

看 護 職 員 募 集
一緒に働く仲間、大募集
新しいこと、極めること、

仲間とともに。

看護師寮利用できます。（正職員）
月額 4,000 円（税込）

〒 629-0197
京都府南丹市八木町八木上野 25 番地
京都中部総合医療センター総務課人事係
TEL 0771-42-2510（代）まで

詳しくはホームページをご覧下さい。
http://www.kyoto-chubumedc.or.jp/nurse/

第二病棟
JR八木駅

第一病棟・本館

JR嵯峨野線（山陰本線）

夢かなえ橋

夢おおい橋 連絡橋

ロータリー

至福知山
国道9号線

大堰橋

京都中部総合医療センター看護専門学校

京都中部総合医療センター

訪問看護ステーション
なんたん

大堰川（保津川）

至
亀
岡
／
京
都

MA P

八木東IC 京都縦貫自動車道（京都丹波道路）

かかりつけ医とは…
普段の健康状態を把握してくれる
もっとも身近な「主治医」のことです。
具合が悪くなったり、困ったときにはいちばんに
受診できる「かかりつけ医」を持ちましょう。

かかりつ
け医を持ちましょう

かかりつけ医についてのご相談は

●地域医療連携室／電話 0771-42-5061（直通）
●受付時間／平日 8：30〜 17：15

総合受付①窓口


